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多目的小型ダイヤモンドアンビル高圧装置

　ダイヤモンドアンビル型高圧装置はここ数年で飛躍的

に披術上の発展が見られ精密な高圧下の物性測定が可能

となった。ダイヤモンドブンビルの利点は光，X線等に

対して透明であり，軽量小型でかつ圧力発生がメガバー

ル領域まで及ぷことにあるのはいうまでもない。現在ダ

イヤモンドァンビルを使用して，X線回析（粉末及び単

結晶），ラマン散乱，ブリルアン散乱，吸収スペクトル，

反射率，蛍光スペクトル，メスバウアースペクトルなど

の測定が行われている。またダイヤモンドに透明なYA

Gあるいはルビーレーザを試料に照射することにより，

3000℃までの高温を発生させることも可能で，セル内で

高温高圧反応を起こさせる実験も行われてい乱

　精密な物性測定ができるようになった背景に，二っの

画期的な技術上の発明があった。第1にメガバール領域

ガスケット

試　料　　　ルビ■

までのルビースケールが確立され，高圧セル中の試料の

圧力を正確に迅速に測定できるようになったこと。第2

にメタルガスケットを使用し液体圧媒体と共に試料を入

れることにより静水圧加圧が実現できたことであ乱

　ルビースケールとは常圧下で6942Aに出るルビーの蛍

光（R線）が圧力と共に波長がほぽ直線的に増大するこ

とを利用するものである。R・線の強度は強く，30μ程度

のルビーの小片を試料と共存させるだけで，通常のモノ

クロメータで検知でき乱　　これにより試料の圧力を

±0．7kbの精度で測定可能となった。液体圧媒体はでき

るだけ高い圧力まで固化しないものが望ましい。現在使

用されている媒体はメタノールとエタノールの4：1混

液で，これは104kbまで固化しない。しかも液圧媒体が

固化してもメタルガスケットを使用しないときに比べて
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図1　ダィヤモンドアンビル周辺の識斗構成
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試料内の応力分布は格段にゆるく偽静水圧が保たれる。

　簡単にダイヤモンドアンビルを使った加圧方法を述べ

る。図ユに示すように先端面が1mm径のダイヤモンドを

上下に配し，中心に穴のあいた金属板を穴がダイヤモン

ドの中心にくるようにおく。これが前述のメタルガスケ

ットである。この穴の中に試料とルビーの検圧素子を入

れ，液圧媒体を注入後，上下アンビルを接近させ加圧す

る。この操作はすべて顕微鏡下で行われ，加圧時の識斗

及びガスケットの様子を肉眼で観察できる。

　ダイヤモンドアンビルで圧力を安定に発生させるには

上下のダイヤモンドの中心軸が正確に一致していなけれ

ばならない。そのため装置内に軸合せ機構をもたせるこ

とが不可欠となる。しかしこれは一方で，ダイヤモンド

ァンビルの利点の一つでもある小型軽量化の方向に反す

る。

　我々は軸合せ機構をもった装置内で加圧後，アンビル

部だけを取り出す方法を開発しこの問題を解決した。図

2に示すようにアンビルを支持する上下の円板2枚から

成り立つセル部分Aを軸合せ機構をもつ加圧治具部分B

に装填する。Bにあるアンビル先端面の平行度調節ネジ

ユ8と水平移動ネジ17を調節することにより上下アンビル

の軸合せを行う。加圧はグランドナット13を回転させて

ピストン14を上げることにより行う。その後Aの2枚の

円板をネジで止めて圧力をクランプしBから取り出す。

こうして，セルの大きさは径42mm，厚みユ7mmにおさえら

れ，かっ圧力は200kbまで安定に発生させることができ

た。

　図3にX－Y－Zステージ上のセルを示す。これは通

常のX線ゴニオメータヘッドに装着でき，かっ開き角が

前後に9ぴあるためX線単結晶写真や各種光学測定を行

うことができる。圧力が安定して発生しかつ小型である

ため，このタイプの装置は今後多くの測定系に利用され

ると思う。

　最後にこのセルを用いた研究の一例をあげる。

　トリジマイト（Si02）の単斜晶（偽六方晶）結晶は

双晶をもつものが多いが，その一つをアルコールを圧媒

体としてこのセルで加圧し，偏光顕微鏡観察を行った。

図4に示すように約5kbで双晶境界線が消滅した。こ

の現象は単結晶のまま圧力誘起の相転移が生じたことを

暗示している。更に確かめるためプレセッション写真を

とった。図5にそれを示すが，ここで長く延びた条線は

ダイヤモンドからの白色線による回折線であり，弱いブ

ロードなリングはダイヤモンドの受台に使用したBeの

回折線である。AとBではダイヤモンドの条線の位置は

不変であるが，トリジマイトの回折点は明らかに変化し，

単斜晶→斜方晶の転移が生じたことがわかった。また減

圧すると再び単斜晶へ戻り，この相転移が可逆的である

ことも確かめられた。

　このようにダイヤモンドアンビルの利点の一っは，光

やX線に透明であることを利用して，物質の高圧下での

その場観察ができることである。今まで急冷法では不可

能だった高圧相の発兄が可能となり，X線回折により構

造決定も行われるようになった。

　更にモニターテレビを使って高圧下での物質の相転移

や結晶成長の様子を直接観察することもできるようにな

ろう。当研究所でもその方向に沿って現在研究中である。

㌧
図3．　X－Y－Zステージ上のダイヤモンド

　　　アンビル高圧セル

図4．　トリジマイトの偏光顕数鏡写真

　　　A14kb，B17kb，R　lルビー検圧素子

図5．　トリジマイトのプレセッション写真

　　　A13kb，B17kb，〃oKα，R＝100mm
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炭化チタン単結晶の育成

　w～w族遷移金麟炭化物は無機化含物の・声で融一点棚浸

も高く，高澱においても強度は大きく，しかも電気と熱

の慶導体として特別の物質’群を形成している。これらの

特質を生かし，玄くから切肖1」工具響に広く利閑され，最

近になり高澱材料を目標とした研究嗣発が進められてい

る。特にN纈C1型構造をとるW族及びV族炭化物のもう

一つの特微は，、無機化含物中で最も巾広い不定比組成頒

域（MeC1＿x，X＝O～O・5）を示すにもかかわらず1司

一…結正纂I構造をとることである。更に，炭素の欠けた芋好

点には駿繁が容馴こ溶け込み，結縞格子を弓1き締め，酸

緊との固溶体を作る。炭化物の桶関係及び機械的，電気

的，磁気的，熱約な妻誓催質は非金属一金鰯組成上と，籏棄

の欠陥撚造，不純物，特に駿素含有螢によって大きく左

右されるむまた，組成上ヒ，炭素欠陥による長剛姻構造，

酸素含有1錐は高澱にお’ける含成条件を敏感に反映する。

緒合炭素，緒合にあずからないフリーな炭素，及び格子

内の駿薬，1汲薪駿繁をそれぞれに分離して繍度よく分析

することは容易でない。また，．金燭と炭索それぞれの格

子欠陥濃度を求めるためには金分析が必要となる。炭化

物利用の披術、ヒの発遼が，基礎の研究を刺；敷して，ある

程度の成果が得られつつあるが，十分にキャラクタライ

ズされた試料についての測定は極めて少なく，データの

・再現健も少ない。材料開発の基礎として，遷移金属炭化

物の研究を更に進麟させるためには，まず最初に，十分

にキャラクタライズされた単緒1界1を育成することが不野

欠である。今［測は酸素不純物が少なく，帥勺の級成比を

もったT1C1＿xの単結I縞を剤荻することができたので，

これについて述べる。

←
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図1、　分解溶融化合物にF　Z法を遼用した場合の組成

　　　の変化の様子。A　A・・国相線，88・・滋相線

　Ti－C系の柵［叉1は多くの研究・者により鰍待されていて，

ぽぼ一致した辛吉果を与えている。Storm昌の緒栗によれば，

Ti　C　l＿xはX＝O．2で最高の融点3067℃をもち一一致融解

　（c0Hgruent㎜elt）する。O＜X＜O．2の間では炭素

との闘に共縞点をもって分解溶融し，O，2＜X＜C．5では

Ti金属との閥に共晶，煮、をもっように分解溶融する。し

たがって，X＝0．2の組成の焼結棒を使用してFZ法に

より単結騒を育成した場合は，緒爆。組成もX竺O．2に一

致する。しかし，Xが例えば蘭玉中のX1という液をもつ

焼緒棒を作製し，F　Z法による結轟育成を行うと，最初

に焼緒棒を融解し，浮遊帯を形成した時の，その融帯の

維成は当然，L，（＝Xl）をもち，そこから粛成される

結縞の組成はSlとなる。融帯の通過に伴い，融帯の組旗

は液相線にしたがって，L宣の方に移動する。対応して，

結縞の組成は蘭稲線にしたがい，S呈（＝Xl）へと移る。

すなわち，育1成緒■縞の組成は’育成辛刀期から徐々にそのX

のf薩が減少することになる。　このx1が図玉申の一致

融解の左側にある傾域では反対に，糸吉晶組成は育成初期

にXの値が小さく，徐々にXの鍍が増加するように振鋒

う。ある特定の組成S呈（＝X1）をもった緒銘を育成す

るには，結π鶏育成初其月段階からその融帯の組成を稲図に

したがってL2とした，いわゆるTraveling　Solvent

F1oat1ngZone（TSFZ）法により，緒続を育成する

・必要がある。原理自勺には以．．．」二の方法で結晶育成を行えば

良いが，実際にはいくつかの閥魑がある。まず，従来の

相図を決めた方法と実験条件は，F　Z法と異なるので，

繭者の［酬；目，液欄線は必ずしも一致しない。このために，

従来の相図から得られる金属一非金属組成をT　S　F　Z法

の融帯組成とすることはできない。したがって，実際に

いく種獺かの組成をもった焼繊奉を作製し，F　Z法を用

いて単結［黒を育成し，焼結棒，育成初期の結晶，育成終

期の絡轟1，融滞の固化した部分それぞれの組成比（Ll，

S1，S・，L・）を求め相図を補正することが必嬰にな孔

また，これらの分析値を意昧あるものにするためには，

F　Z法を十分安定に行わねばならない。特に融帯の体穣

が’変化すれば，組成の揺動の直接の原困になる。例えば

図ユに示した場含は，融帯にかかる高周波電源からの出

力を徐々に滅少させ，融帯体穣を一・定に保ったまま液禰

線に沿って，融緒の澱度を下げていくこ＝とが必要になる。

また条件をできるだけ平衡に近づけるために，縞譲浦成

遼渡は・…1一分遅くし，融帯」二下の焼緒棒及び結縞棒を逆回

転させることにより，融帯を機絆し，融帯申での組成分

布を少なくするなどのことが必一要となる。
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　実験に閑いた原料は，S童田rk社製T1C粉末を用い，

組成の調節はこれに分光分析鰯黒鉛または高純度Ti02

粉宋を添加することにより行った。原料粉末を混合後，

10×1CX2C0㎜3に400㎏／c虚で冷聞型押しし，その後，

1ま㎝／c㎡で欝水圧加圧し，角棒状成形体を得れ焼結

前にあらかじめ丸棒状に加⊃二した後，黒鉛サセプターを

用い，糞空中，］800～19CO℃，O，5～2hr反庵及び焼結

を行った。得られた焼結体の嵩密度は通常，理論密度の

85％以上であった。　F　Z法はArtbur　D．L舳e社製，

高温高圧単結晶育成炉を使用した。結晶育成中，融帯か

らの蒸発抑制及び，コイル閻，コイルと融帯閥の放電抑

制のために雰囲気ガスとしてイオン化ポテンシャルの大

きいHe（5～30気圧）を用いた。結晶育成速度はX7

0，2近傍では比較的大きくとることが可能であるが，固

相線と液相線が雛れるにしたがい小さくしなければなら

ず，適宜，3．5～2腕m／もの間で変化させた。試料回転

は上下逆方向に20～30rpmであった。

　このようにして得られた結晶の組成が相図に対応して，

徐々に変化していることは図2に良く示されている。図

2は結晶の育成方向に沿って，5m㎜閥隔に測定した電気

抵抗を示しているが，Ti　C　l－xの場含，室温の電気抵抗

のほとんどが炭素空孔による電子散乱に起困し，炭素空

孔の増大に伴い電気抵抗も増大することを考慮すると，

図中丸印で示したFZ結晶の電気抵抗は育成方向に沿っ

て減少しており，炭素空孔の減少，すなわちXの減少を

明らかに示している。
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図21F　Z法及ぴ↑S　F　Z法緒晶の育成方向に沿った

　　　電気抵抗の変化の様子（F　Z結晶では距離にし

　　　たがって電気抵抗は変化するが、T　S　F　Z縞晶

　　　ではほぼ一定億を保っている。〕○印・F　Z絡

　　　晶　口印・TSドZ結晶

　F　Z結晶育成は焼緒棒組成洲、73〉C／T1＞］．22の

範囲で行い，各部の炭繁濃度分析を行った。この方法に

おいては結晶育成時の温度を測定することは非常に困難

であり，既存の槻図を照い，得られた炭素濃度分析縞果

により，ぎZ法の実験条件下での液桐線と固相線を決め

た。得られた結果を図3に添す。これによれば，？iC

の炭素との間の共晶組成はおおよそC／Ti＝工．4であり，

この組成の融帯から育成される結晶はTi　Co．珊の組成で

あった。

　目的の組成をもつ結晶の育成に必要な融帯の組成を鰯

3より求め，それぞれの組成の焼結棒を作製しT　S　F　Z

法により均一な金属一非金属比をもった単緒晶の育成を

試みれ実際には，融帯組成の焼緒棒を上方に，目的組

成の焼緒棒を下プヲに配蟹し，」二部焼結棒を融解後，試料

金体を上方へ移動し結晶を育成する方法と，または園的

組成の焼緒棒の先端部のみを融帯組成としたものを．ヒ方

に，下方には種子結晶を翫護し，特定方位をもった緒騒

を育成する方法の二種類を行った。後者は焼結棒作製時

に困難が伴うが，種子結晶法による結晶育成の行える点

において優れてい引TSFZ法において酬勺とした組

成は，それぞれX三0I］0，0，06，O．45であり，結搬育成

遼度はいずれも3，5mm／h，また上下の試料棒を逆回転，

融帯の綴絆を行った。　X就0．］Oの場合，終端郷でX烹

O．096と意図した組成を十分達していた。後二者にっいて

も結晶始端部，中闘部，終端部の値がX竺O．047，0，063，

0．C58，X＝O，45】，0，456，O．4唾】と満足すべき緒梁であ

った。更にX竺C．06のものについて結晶各部の電気抵抗

は図3中囚角印で添されるようにぽぼ一定の値を添して

おり，均一組成の結縞が得られていることを示した。

　以上述ぺてきたようにしてT1Cl－xのように広範脇な

不定比性をもち，一しかも分解溶融するものについて，T

S　F　Z法により均一な組成をもつ単結晶を得ることが可

能となった。今後は得られた結縞を塾に各種物慨測定を

行い，組成櫨と物性値の対応をつかむことが今後の璽嬰

な課題である。

3．ooo

ρ

封

　2，750

図3．

1．5α」

　　o、右　o、？　o．豊　o，9　　1．o　　1一且　1．2　　］．3　　ヨ．4

　　　　　　　細　破　⊥七　X　｛C／T■

FZ法によるτi－C系相図，温度軸はStorms

による相図を参照，口印は実験点を示す。
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1MV電顕によるBi．W．Ogの構造解析

　物質の原子配列を調べるのには色々な方法がある。

とりわけ，X線，中性子線回折法は現在までに確立され

た最も優れた手段であるといえよう。しかし，もし原子

を直接眼で見ることができたなら，これほど有力な手段

は外にないであろう。電子顕微鏡の究極の目的はまさに

この点にある。ユ932年，ベルリンエ科大学のルスカ等が

初めて電子顕微鏡を試作して以来，幾度となく技術の改

良を積み重ね，やっと我々は原子を撮影することのでき

る電子顕微鏡を手にすることができるようになった。当

研究所に設置された，ユM　V級超高圧電子顕微鏡は原子

をユ個1個直接襯察することができるように製作された，

世界でも類のない高性能タイプの電顕である。この装置

を用いれば，我々はX線等で解析が困難な物質の原子配

列を知ることができるわけである。

　原子の配列模様を現わした電子顕微鏡像を」般に，

“構造像’’（昌t・uCture　image）と呼ぶ。構造像を撮影

するには，次の条件が必要である。川．透過波と位相の

そろった散乱波を絞りの中に入れて結像させる。　12〕．

観察試料は十分に薄いこと。　（50A以下）13〕．最適な

焦点で撮影する。（1MVでは，負焦点500～ユ000A範囲）

14）．電子線が観察試料の投影方向’に正確に入射されてい

ること。以上11H4jの条件を満足した電顕像は，結晶の

投影ポテンシャル分布を近似的に反映している。700k・

電顕に比べ，1M　V電顕はより多くの位相のそろった散

乱波を結像に寄与きせることができるため，結晶構造を

より良く反映した像，すなわち“原子の配列模様”が得

られるわけである。

　実際に，電子顕微鏡で未知物質の結晶構造解析は次の

手順で進める。山電子線回折図形を撮影し，試料の結晶

系，格子定数，空間群を決める。12〕二方向以上の構造像

を撮影し，原子配列の三次元樹叢を決める。13〕酸素原子

など，構造像に反映されていない原子の配列を，結晶の

’’祭箏狼簑箒讐籔祭滅々彩’箏祭簑祭◇祭籔篶・◇＝’狐簑峨’⇔谷，㌶箏むψか泌ひ狂

■蛾荷鶉榊鍛鮒

1唯幽羨綿激ダ紬締蛾綿
一上　瓜芋．

凄嚢蛾≡

　　畔紬瞭
㍗葦・緑雛籔祭

図1．　Bi呈W20o結晶，Bi W原子が黒い斑点として見え乱
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対称性や結晶化学的考察を基にして推定す乱

　我々は，1MV電顕を用いて色々な物質の構造解析に

成功しているが，ここではタングステン酸ビスマス

（Bi呈Wρ9の解析結果について述ぺる。

　Biの複合酸化物は強誘電体を示し，光エレクトロニ

クス材科として早くから注目されている。これら化合物

群は一般に，Bi．M、一1R．O畠、。3の化学式で示される。

nはユから5までの整数をとる。ここで，MはBi，Pb，

Na，K，Sr，C目，Baと希土類元素，RはTi，Nb，

Ta，Fe，Ga，W，Cr等が占める。結晶は（Bi20。）1十

層と（M、＿／R．．0畠。十］）宣■層（これはペロブスカイ

ト構造）との互層からなる層状構造をもつ。

　Bi．OヨーWOヨ系において，Bi2W0。とBi．W．O。は共

に層状栂造をとるであろうことは，粉末X線回折図形か

ら予想されていた。Bi呈WO　oは構造解析がされ，Bi複

合酸化物群（・＝ユ）に属することが知られている。し

かしながら，Bi2W20gの構造については，いまだ知られ

ていない。

　電子線回折図形から，Bi．W．0。は斜方晶系に属し，格

子定数α＝5．43，b＝5．41，c＝23．7Aである。消減眞、u

は0先三に支寸し，　危十三＝2n＋コ，　h0三に虫寸し，h

＝2n＋1。可能な空問群は，P肌α21（対称心無い）

かP冗α㎜（対称心有る）。

　図1に，入射電子線を〔l1O〕方向に平行に照射して

結像した時の構造像を示す。黒いコントラストをしたジ

グザグ線がc軸に垂直に約・12Aの間隔で走っている。

このジグザグ線は，Biρ。層のBiイオンの配列を示し

ている。一方，ジグザグ線の間にはさまれた黒い斑点列

は，Re03タイプのWO宮層のWイオンの配列に対応して

いる。Bi．W．O。は（Bi．0呈〕層と　（W0宮）層との互層か

らなる層状構造をとっていることがわかる。WOヨ層での

Wイオンはc軸に約ユO’の傾きをなして配列している。

この事実は，Bi層にはさまれたWO。層は，ひずんだ

ReOヨタイブの構造をとっていることを示唆している。

　図2に，　〔OユO〕及び〔ユOO〕方向に電子線を入射して

結像した構造像を示す。c軸に垂直に約12Aの間隔で

白い点列が見られるが，これはWOヨ層での正八面体空孔

に対応している。黒い斑点はW及びBiイオンに対応し

ている。Wイオンは（010）面投影では・軸に対し，約

ユ4。の傾きをなす。　（図2（a〕）一方，　（ユ00）面投影で

は，それはc軸にほぼ垂直に配列している。　（図2（b〕）

　以上，三方向の構造像から，我々はBi・W・O臼結晶の

陽イオン原子の三次元的配列樹兼が知り得たわけであ引

ここで，特に強調しておきたい点がある。図1，図2（α〕

において，陽イオン原子はc軸に垂直に鏡面対称をもっ

て配列していない。すなわち，この結晶はc軸に垂直な

鏡面をもたない空問群，P冗α21に属する。電子顕微鏡

による構造解析の大きな利点の一一つは，空問群が決定で

きることである。

　次に，酸素原子の位置が決まれば構造解析は終了とな

る。構造像には酸素原子は見えていない。したがって，

結晶の対称惟及び結晶化学的考察に基づいて，酸素原子

の位置を推定する必要がある。その結果を図3に示す。

（（010）面投影図）非等価点は添字で示されている。

単位胞696．2c㎡の体積をもち四つの分子を含む。計算密

度8，83g・㎝■畠は実測密度8．80g・㎝■3と良い一致を示

す。Bi丑W．O　gの結晶構造は，従来知られたBi複合酸化

物と異なりBi層とWOヨ層との互層からなる新しい型の

図2．（a）Bi・W・O・結晶（O10）面投影の構造像 図2．（b）Bi．W．O。結晶（100〕面投影の構造像
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綴状構造である。

　最後に，Bi層のBiイオンとWO茗層の酸素イオンと

の化学緒合について考察してみよう。W0茗結晶は室温で

単斜晶で，ひずんだRe　O宮タイプの構造をもつ。図4（a）

に示すとおり，隅共有したW06八面体どうしはα1鮪のま

わりに亙いに逆向きに約8。だけねじれて連結してい乱

Wイオンは八面体稜の申心に浴ってわずかに変位してい

・L

　　　　“＿＿一一　α1〕

　　　　←一　8iいi
　　　　←一　0ω
　　　　〆O－3i
　　　　←　W川　　　　』　O141
　　　　←一一　0151
　　　　！O16i
　　　　←一一　Wω
　　　　←㌔　olフ〕
　　　　←一一一　〇1引

a
図3．Bi，Wρoの結晶構造

←　8iω
←　o19：

乱しかもその変位は対称心のまわりに逆向きであるこ

とから，この物質は反強誘電性を示す。

　Bi里W20gにおいて，W0茗層（W里07層）はBiイオン

と強い化学結含を生じる結果，駿素原子はD及びD’方

向にわずかに変位する。この変位の結果，八面体はその

ひずみも最小にするように，C軸のまわりに圃転する。

回転の方向はR，R’で亙いに逆向きである。こうして，

元々W03結晶に存在していたねじれ鰯転がBiイオンと

の結含により除去されることになる。しかし，この場含

でもWイオンの変位は保存され，Bi2W20g結最もW03結

晶と同様に反強誘電体であろうと推溺される。

　趨高圧電顕による構造解析法は，漂子座標の測定精度

が悪い欠点をもつものの，X線などで解析できない物質

にっいて今後ますます適用されていくであろう。

R　　　　　R

し　　　　　　　　〕
R』　　　　　　R』

la〕．WOコ

㌧／〈＼

／b〕．W・O1layer

図4－W06八圃体の回転とW原子の変位

　　（註〕WO・結晶　　ωBi洲Og繕晶

一特許一
ダイヤモンド焼結体の製造法

発明者　山剛書夫，　福長　脩

公告52－048607　52、玉2．10

登録g30791弩　53．玉工．7

　概・要

　漆発明は，焼結ダイヤモンドの製造法に関するもので

ある。

　ダイヤモンドは，ダイヤモンド安定圧力域中でダイヤ

モンド変換触媒と炭素物質とを接触させ合成するもので

ある。従来でも，ある種の条件では，前法によりダイヤ

モンド焼緒体が得られることがあった。しかしながら単

結晶のダイヤモンドに上ヒベ平均硬度で］O％以下であり，

かつ粒閥の結含が切断される欠点を膚していた。

　本法は，原料炭素物質に重盤分率工～］O％の金属アル

ミニウム，窒化アルミニウム，醐化アルミニウムの微粉

末を混合し，ダイヤモンド変換触媒と共に，ダイヤモン

ド安定圧カ域中でユ200～1800℃に保持することで，前記

欠点を改籍したダイヤモンド焼緒体を得るものであ乱

　本法で得た焼緒体は，ヌーフ棚度6000kg／mm2以上と，

巣結編と同程度の破度をもち，工薬的な利用が鰯待され

る。
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珪素含有層をもつカルコゲンガラス繊維素材の製造法

発明」者　長谷」1康，　田剣＝1二秀夫

全｝　　　　怒弄　52－032580　　　　　　52．　8．　23

玉萱　　　　釜泉　　黄等9225在9弩　　　　　　　53．　9．　　5

　概　要

　この発明は，赤外光伝送路として充分活湘ができる珪

素含有鰯をもつカルコゲンガラス繊雑素材の製造方法に

関するものである。

　従来，光伝送路としては，駿化物ガラス繊維が用いら

れ，光の損失を少なくするため，繊維表面を処理する響

の工夫を行っていた，これに対して本法は，伝播する光

を赤外光とすれば敵乱による損失が少なくなることに潜

目し，酸化物ガラスに代わり赤外透過材としてカルコゲ

ンガラスから，珪素念有燭をもたせたカルコゲンガラス

繊維を製造し，これによって，3，5～ユ．5の平均鰯．折率を

もつ光伝送素材を擬f共するものである。

　本発聯のカルコゲンガラス繊維は，シリカガラス容器

内でカル＝］ゲンガラスを溶融し，シリカガラスー製管微ノ

ズルを通じて，不活惚ガス雰脇気中に引きだし，引っ張

り応力をカ訓えると剛時に冷却固化することで得られる。

　繊維・長・径は，引っ張り速度を変えれば慶く，また連

統一製造も容易なことから，・光伝送素材として輿月待できる。

一実用新案一

光学的散乱測定用液体試料支持台

考案者　島津正司，　渡辺昭」輝，　小愈好次

公告52－056854　52．ユ2．22

登録玉247200号　53．9．29

　概　要

　この考案は，X線，γ線などの粒子繍または光の敵乱

溺定を行うための液体自歯表繭を保持する，液体言式料支

持台に関するものである。

　従来から，X線回折測角籍には水平面董区動型，擁直面

駆動型の支持台が実用に供せられている。しかし試料が

液体の場合には，爾方式とも，構造上の制約により，糟

度良く測定することが困難である欠一点を有していた。

　　　細陳窓

　　　　　炎寺モ

1」1一弧状スりツト

　　　　　外炎

芋夜妹，試辛柳i三入11

’刺本

　本考案は，図のとおり，試料容籍の垂度平癒に綱隙窓

を設けて，液体面を垂直に保持し，更に外套に円弧状の

スリットを設けることによって，従来の欠点を除いた試

料支持台を提供するものである。

一外部発表一
※　投　　　　稿
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　運　営　会　議

　ユ1月6日，第74回運営会議が「再編成研究グルーブの

研究課題，研究の進捗状況についで」の議題で開催され

た。

　　研　　究　　会

　結合状態研究会（第］3回），］1月2日，「YFeρ。の中

性子回折」についての議題で開催され，討論が行われた。

　窒化けい素研究会（第9回），11月7日，「セラミック

スの高温クリープ」についての議題で開催され，討論が

行われた。

　溶液内成長研究会（第5回），ユ1月ユ4日，「水溶性塩類

の表面化学　　とくに水蒸気その他の吸着　　」につい

ての議題で開催され，討論が行われた。

　ガラス状態研究会（第19回），］ユ月ユ7日，「溶融珪酸塩

の高圧下における物性と構造」についての議題で開催き

れ，討論が行われた。

　焼結研究会（第22回），ユ1月22日，「金属との比較にお

ける酸化物中での塑性変形と拡散」についての議題で，

フランス国立X線研究所長，J．Philibert氏を招き識寅

カ桁われた。

　不定比化合物研究会（第24回），12月］2日，「パルス中

性子源による物性研究」の議題で開催され，討論が行わ

れた。

　溶液内成長研究会（第6回），ユ2月ユ3日，「新しい型の

層状珪酸塩の結晶化学，morinite（C目，Na等を含むリン

酸塩）の結晶化学的間題点」な竺についての議題で，シド

ニー大学教授I．M．Threadgold氏を招き講演が行われた。

　高圧力研究会（第20回），］2月18日，19日，「ダイヤモ

ンドアンビル超高圧装置の開発と応用」についての議題

で開催され，討論が行われた。

　ガラス状態研究会（第20回），ユ2月20日，「大阪工業技

術試験所における新しいガラスの研究について」の議題

で開催され，討論が行われた。

受　　　賞

　昭和53年］1月］8日，超高圧カステーション主任研究官，

中沢弘基は，「X線回折およぴ電顕格子像によるFeユ＿、

Sの相関係および超構造相の研究が結晶挙の進歩に著し

く貢献した」ことを認められ，日本結晶学会賞を受質した。

第6回研究発表会開催さる

　昭和52年度において，所期の研究目標を達成した，第

4研究グループ（酸化アルミニウム），第5研究グループ

（ペロブスカイト型化合物），第］2研究グループ（棚化ラン

タン），第ユ3研究グルーブ（イットリウムガーネット）の

研究成果の発表会が，昭和53年］1月28日，都道府県会館

本館6階で開催され，関係研究機関，大学，民間等の研

究者が多数参加した。

第6回研究発表会会場風景

来　　　訪

　ユユ月29日，中国科学技術院科学技術視察団，馬大猷団

長ら5名が来訪し所内を見学した。

　］1月29日，韓国科学技術処行政管理官，季応燦らが来

訪し所内を兄学した。

　］2月16日，中国国家科学技術委員会訪日代表団，武衡

団長ら11名が来訪し所内を見学した。

　12月18日，韓国科学技術処審議室長，朴尚赫らが来訪

し所内を見学した。

　最近の出版物

無機材質研究所　研究報告■

第］5号　酸化アルミニウムに関する研究

第16号　ペロブスカイト型化合物に関する研究

第17号　棚化ランタンに関する研究

第18号　イットリウムガーネットに関する研究

発　行　日

編集・発行
昭和54年2月1日　第55号
科学技術庁　無機材質研究所
NATIONAL　INSTITUTE　FOR　RESEARCHES　IN　INORGANIC　MATERIALS
〒300－31茨城県新治郡桜村並木1丁目1番
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